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マ
ン
モ
ス
団
地
誕
生
の
地
で

命
名
50
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

　
日
本
経
済
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ

た
高
度
成
長
期
。
都
市
部
へ
流
入
す
る

多
く
の
人
々
の
住
宅
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
各
地
に
大
規
模
な
住
宅
地
が

次
々
と
造
成
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
の
代

表
が
、
東
京
都
板
橋
区
北
部
に
位
置
す

る
高
島
平
だ
。

　
こ
の
地
は
、
江
戸
時
代
に
は
徳
丸
ヶ

原
と
呼
ば
れ
る
幕
府
の
鷹
狩
場
だ
っ
た
。

昭
和
30
年
頃
ま
で
は
東
京
の
約
7
割
の

米
を
供
給
す
る
と
も
い
わ
れ
た
徳
丸
田

ん
ぼ
・
赤
塚
田
ん
ぼ
と
し
て
名
を
馳
せ

た
。
そ
の
後
、
昭
和
40
年
頃
か
ら
日
本

住
宅
公
団
（
現
U
R
）
が
土
地
区
画
整

な
ど
の
見
学
ツ
ア
ー
、
マ
ル
シ
ェ
な

ど
、
多
彩
な
催
し
で
賑
わ
っ
た
。

　
高
島
平
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
委
員
長
で
あ
り
、
U
D
C
T
a
k（
ア

ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
高
島
平
）

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
東
京
大
学
の

理
事
業
を
開
始
。
江
戸
後
期
に
日
本
初

の
洋
式
砲
術
訓
練
を
行
っ
た
砲
術
家
の

高
島
秋
し
ゅ
う

帆は
ん

に
ち
な
ん
で
、
1
9
6
9

年
3
月
1
日
に
高
島
平
と
命
名
。
広
大

な
地
に
、
新
た
な
ま
ち
が
出
現
し
た
。

　
多
彩
な
催
し
で
50
歳
を
祝
福

　
命
名
か
ら
50
年
を
経
た
今
年
3
月
1

日
か
ら
の
3
日
間
。
高
島
平
各
地
で

「
H
A
P
P
Y 

B
I
R
T
H
D
A
Y 

高
島
平
」
と
称
し
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
た
。
1
日
夜
の
「
み
ん
な
で

乾
杯
!
」
を
皮
切
り
に
、
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
普
段
は
入
れ
な
い
板
橋
市
場

中
島
直
人
准
教
授
に
目
的
を
伺
っ
た
。

「
U
D
C
T
a
k
と
は
、
民
（
町
会
連

合
会
高
島
平
支
部
・
商
店
街
連
合
会
第

7
支
部
）・
学
（
東
京
大
学
、
大
東
文

化
大
学
、
U
D
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
他
）・

公
（
板
橋
区
・
U
R
）
が
連
携
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
組
織
で
、
地
域

の
見
守
り
や
防
災
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の

活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
こ
が
運

営
事
務
局
と
な
り
、
高
島
平
50
周
年
を

機
に
よ
り
多
く
の
人
々
を
巻
き
込
み
、

ま
ち
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
ま
し
た
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
1
つ
と
し
て
披
露

さ
れ
た
の
が
、「
高
島
平
ヘ
リ
テ
ー
ジ

50
」
だ
。
こ
れ
は
、
中
島
准
教
授
の
研

究
室
と
地
域
住
民
が
、
高
島
平
の
自
然

や
遺
跡
、
建
築
物
な
ど
、
50
年
の
間
に

蓄
積
さ
れ
て
き
た
ま
ち
の
資
産
50
個
を

選
定
し
、
1
枚
の
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
た

も
の
。「
自
分
の
住
む
ま
ち
を
知
っ
て

愛
着
を
も
ち
、
能
動
的
に
関
わ
っ
て
将

来
に
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
た
マ
ッ
プ
は
、
す
ぐ
に
な
く

な
る
ほ
ど
の
人
気
を
集
め
た
。

地
域
医
療
福
祉
拠
点
化
の

取
り
組
み
も
続
々

　
1
丁
目
か
ら
9
丁
目
ま
で
あ
る
高
島

平
。な
か
で
も
大
き
な
存
在
が
、
2
丁
目
、

3
丁
目
に
広
が
る
高
島
平
団
地
だ
。
賃

貸
・
分
譲
合
わ
せ
て
64
棟
、
総
戸
数
1

万
1
7
0
戸
。
1
9
7
2
年
か
ら
73
年

に
供
給
さ
れ
、
当
時
は
東
洋
一
の
マ
ン

モ
ス
団
地
と
謳
わ
れ
た
。
U
R
の
団
地

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
三
好
朗あ

き
らは

説
明
す
る
。

「
高
島
平
団
地
の
賃
貸
棟
は
全
棟
が
高

層
棟
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
も
東
京
23
区
内
で
駅
前

立
地
、
公
共
公
益
施
設
も
集
積
し
て
い

て
生
活
も
便
利
。
団
地
内
は
と
て
も
賑

わ
い
が
あ
り
、
入
居
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
U
R
は
「
U
R

高
島
平
団
地
ツ
ア
ー
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
を
企
画
し
た
。「
団
地
に
お
住
ま

い
の
方
と
外
の
方
両
方
に
、
い
ま
と
昔

の
団
地
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
意
図
を
語
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
体
験
を
、
と
団
地

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
み
た
。
ス
タ
ー
ト

地
点
の
壱
番
街
商
店
街
で
は
写
真
展
を

開
催
中
。
建
築
途
中
の
団
地
や
祭
り
の

人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
広
場
な
ど
、
興

味
深
い
写
真
が
目
白
押
し
だ
。
5
歳
の

息
子
さ
ん
と
見
に
来
て
い
た
武
田
信
さ

ん
は
「
親
の
代
か
ら
50
年
近
く
住
ん
で

い
ま
す
が
、
行
政
の
出
先
機
関
が
多
い

し
、
都
営
地
下
鉄
も
最
初
は
巣
鴨
ま
で

だ
っ
た
の
が
、
大
手
町
や
目
黒
方
面
ま

で
つ
な
が
っ
て
便
利
。
と
て
も
住
み
や

す
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
子
ど
も
が
遊
ぶ
「
お
山
の
広
場
」
や

買
い
物
客
で
賑
わ
う
中
央
商
店
街
を
横

目
に
見
な
が
ら
、
次
の
「
さ
わ
や
か
花

壇
」
へ
。
こ
こ
は
U
R
が
整
備
し
、
団

地
自
治
会
が
運
営
す
る
共
同
花
壇
だ
。

ち
ょ
う
ど
花
の
手
入
れ
を
し
て
い
た
春

日
山
ミ
ツ
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
4
年
前
に
始
ま
っ
た
頃
か
ら
参
加
し

て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
話

し
で
き
る
し
、
外
に
出
る
機
会
に
な
り

ま
す
。
こ
こ
で
お
友
達
に
な
っ
て
、
み

ん
な
で
お
花
を
見
に
行
っ
た
り
、
楽
し

い
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
、
お
花
が
き
れ

い
に
咲
く
の
も
楽
し
み
ね
」

　
3
番
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
無
印
良
品

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
M
U
J

I
×
U
R
団
地
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
だ
。

「
こ
わ
し
す
ぎ
ず
、
つ
く
り
す
ぎ
な
い
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
さ
れ
た
部
屋
に
、
同
じ
団
地
に
住
む

と
い
う
女
性
は
「
ど
う
変
わ
っ
た
の
か

見
に
来
た
け
ど
、
使
い
や
す
そ
う
ね
」

と
興
味
津
々
の
様
子
だ
。

　
ゴ
ー
ル
は
、
お
し
ゃ
れ
に
改
装
さ
れ

た
集
会
所
。
途
中
で
出
会
っ
た
、
2
歳

と
5
歳
の
女
の
子
を
連
れ
た
若
い
お
母

さ
ん
は
「
公
園
や
児
童
館
も
近
い
し
、

道
路
が
広
く
て
ベ
ビ
ー
カ
ー
も
押
し
や

す
い
。
お
友
達
も
い
て
、
子
育
て
し
や

す
い
で
す
よ
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
今
回
巡
っ
た
場
所
以
外
に
も
、
高
島

平
団
地
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
板
橋

区
医
師
会
運
営
の
在
宅
医
療
セ
ン
タ
ー

を
団
地
内
に
誘
致
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
や
健
康
寿
命
サ

ポ
ー
ト
住
宅
の
供
給
、
生
活
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
電
話
で
の
見
守
り
な

ど
、
高
齢
者
向
け
の
サ
ポ
ー
ト
も
手
厚

い
。
な
か
で
も
特
徴
的
な
の
が
、「
高

島
平
コ
コ
か
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
。

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運

営
で
、
保
健
師
や
心
理
士
の
ほ
か
、
月

曜
日
は
医
師
に
よ
る
医
療
・
保
健
相
談

も
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
は
会
場
が
満
員

に
な
る
ほ
ど
人
気
だ
と
い
う
。「
こ
の

あ
た
り
に
住
ん
で
い
る
方
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
対
す
る
意

識
が
高
く
、
地
域
活

動
が
非
常
に
活
発
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

さ
を
感
じ
て
い
ま

す
」
と
三
好
。
こ
れ

か
ら
先
の
50
年
へ
向

け
て
、
高
島
平
の
新

し
い
1
年
が
始
ま
っ

た
。
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50周年記念イベントが開催された高島平団地
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高
島
平
50
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

（
2
0
1
9
年
●
平
成
31
年
〜
）


